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２
０
１
９
年
、「
焼
酎
廃
液
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
資
源
循
環
」
で
助
成
を
受

け
た
穴
吹
ハ
ウ
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
高
松
市
）。
主
要
事
業
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
物
管
理
事

業
や
賃
貸
仲
介
と
、
環
境
関
連
事
業
分
野
と
は
縁
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
地
域
貢
献
と
い
う
観
点
か

ら
、グ
ル
ー
プ
に
新
た
に
参
画
し
た
建
設
会
社
が
着
手
し
て
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
継
承
し
た
。「
昨

年
ま
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
の
将
来
性
を
感
じ
、
地
域
貢

献
に
対
す
る
自
負
と
責
任
を
感
じ
、
何
よ
り
も
喜
び
を
感
じ
ま
す
」
と
す
る
同
社
、
西
日
本
支
社
分
譲

管
理
九
州
事
業
部
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
事
業
所
の
二
渡
一
紀
氏
に
事
業
内
容
を
聞
い
た
。

資
源
循
環
は
、
資
源
化
し
た
も
の
に
対
し
て
安
定
し
た
利
用
先
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
可
燃
ご

み
や
食
品
廃
棄
物
の
中
間
処
理
方
法
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
や
産
廃
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
も
例
外
で
は
な
い
。
安
定
し
た
利
用
先
が
な
け
れ
ば
、
資
源
循
環
は
成
立
せ
ず
、

収
益
面
に
も
影
響
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
可
能
な
限
り
設
備
投
資
や
維
持
管
理
費
を
か
け
ず
に
バ
イ
オ

ガ
ス
の
利
用
先
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
富
士
ク
リ
ー
ン
（
香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町
）
は
場
内
利
用
し
て
い
る
バ
イ
オ
ガ
ス
が
将
来
的
に

増
え
て
く
る
こ
と
を
見
越
し
、
新
た
な
利
用
途
を
模
索
し
、
メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
電
池
と
し
て
の
活
用
に

注
力
す
る
こ
と
に
至
っ
た
。「
バ
イ
オ
ガ
ス
の
液
体
燃
料
化
に
関
す
る
技
術
検
証
及
び
メ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
電
池
利
活
用
へ
の
検
討
」
と
し
て
、
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振
興
財
団
か
ら
２
０
２
１
、
��
年
度
に

助
成
を
受
け
、
事
業
化
に
向
け
検
討
を
続
け
て
い
る
。
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当
社
は
不
動
産
事
業
だ
け
で
は

な
く
新
規
事
業
の
開
拓
や
地
域
に

貢
献
す
る
事
業
を
行
う
と
い
う
風

土
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
は
、
元
々
、
宮
崎
県
宮

崎
市
に
あ
っ
た
加
賀
場
建
設
が
研

究
し
て
い
た
も
の
で
す
。
同
社
が

当
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
な
っ
た

こ
と
と
、
こ
の
事
業
が
地
域
貢
献

と
い
う
風
土
に
あ
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
研
究
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

研
究
開
始
は
２
０
１
４
年
で
す
。
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崎
県
は
焼
酎
売
上
全
国
１
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収
集
・
運
搬
か
ら
中
間
処
理
、

最
終
処
分
ま
で
、
廃
棄
物
の
一
貫

処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る

同
社
。
中
間
処
理
は
一
般
廃
棄
物

と
産
業
廃
棄
物
双
方
を
受
け
入
れ

て
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
処
理
（
メ
タ

ン
発
酵
、
焼
却
処
理
）
を
実
施
し

て
い
る
（
写
真
１
）。

燃
や
さ
な
い
廃
棄
物
処
理
と
し

て
脱
炭
素
に
も
効
果
的
な
こ
の
メ

タ
ン
発
酵
処
理
施
設
は
、
前
処
理

設
備
・
バ
イ
オ
ガ
ス
化
設
備
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
、
栗
田
工
業
の
縦
型

乾
式
メ
タ
ン
発
酵
シ
ス
テ
ム
だ
。

位
で
、
出
荷
量
は
全
国
３
位
の

12
万
８
９
９
９
㌔
㍑
で
す
。
焼

酎
製
造
過
程
で
排
出
さ
れ
る
焼
酎

粕
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
は
廃
酸

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
海
洋

投
棄
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、「
ロ

ン
ド
ン
条
約
」
に
よ
り
06
年
３

月
か
ら
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
が
原

則
禁
止
さ
れ
、
全
量
陸
上
処
理
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
廃
棄
物
循
環
利
用
指
針
に

よ
る
と
、
10
年
度
の
宮
崎
県
の
焼

酎
蒸
留
廃
液
の
発
生
量
は
22
万
３

０
０
０
㌧
で
、
そ
の
う
ち
約
40

㌧
の
９
万
㌧
は
再
利
用
さ
れ
、
残

る
約
60
％
の
13
万
３
０
０
０
㌧
が

中
間
処
理
で
減
容
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
へ
の
委
託
に
よ

発
酵
槽
上
部
か
ら
廃
棄
物
を
投
入

し
、
主
だ
っ
た
機
械
類
を
使
わ
ず

に
自
然
降
下
式
で
発
酵
を
行
う
こ

と
な
ど
で
、
省
ス
ペ
ー
ス
で
設
置

で
き
る
の
が
特
徴
。
ま
た
、
混
合

系
バ
イ
オ
マ
ス
に
対
応
で
き
る
こ

と
か
ら
、
一
廃
と
産
廃
の
混
合
処

理
も
可
能
だ
。
乾
式
メ
タ
ン
発
酵

処
理
の
た
め
含
水
率
が
低
く
、
紙

や
木
な
ど
の
乾
燥
し
た
原
料
も
投

入
で
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

異
物
混
入
に
も
対
応
す
る
。
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稼
働
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
現

在
も
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
同
施

設
。発
生
さ
せ
た
バ
イ
オ
ガ
ス
は
、

る
焼
却
処
分
で
す
。

酒
造
メ
ー
カ
ー
が
自
ら
再
利
用

を
行
う
場
合
は
、
メ
タ
ン
発
酵
処

理
、
堆
肥
処
理
、
飼
料
化
な
ど
に

な
り
ま
す
が
、
中
小
の
酒
造
メ
ー

カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、

産
廃
業
者
へ
の
処
理
委
託
費
が
、

１
㌧
当
た
り
約
６
千
〜
１
万
円
の

た
め
、
自
社
で
再
利
用
す
る
よ
り

安
く
、
委
託
で
処
理
を
行
う
事
例

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

た
だ
、
安
い
と
い
っ
て
も
、
こ

の
処
理
コ
ス
ト
は
、
宮
崎
県
の
焼

酎
類
の
売
上
高
の
１
・
０
〜
３
・

０
％
を
占
め
、
利
益
が
売
上
高
の

７
〜
８
％
で
あ
る
酒
造
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
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宮
崎
大
学
で
は
エ
タ
ノ
ー
ル
抽

出
以
外
に
も
ガ
ス
の
抽
出
も
可
能

ガ
ス
発
電
機
と
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
得

ら
れ
た
電
気
と
熱
の
ほ
と
ん
ど
を

施
設
内
で
利
用
し
て
い
る
。

５
年
間
の
稼
働
で
、
運
転
や
バ

イ
オ
ガ
ス
の
発
生
状
況
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
デ
ー

だ
っ
た
の
で
す
が
、
焼
酎
廃
液
に

は
ま
だ
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
残
っ
て

い
て
、
菌
も
生
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
し
て
再
活
用

し
た
方
が
、
効
率
が
良
い
と
考
え

ま
し
た
。
エ
タ
ノ
ー
ル
の
含
有
量

は
、
少
量
の
１
％
未
満
で
す
。
そ

の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
活
用
し
て
酒
造

メ
ー
カ
ー
の
廃
液
処
理
コ
ス
ト
の

削
減
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
ま
し

た
。加

賀
場
建
設
と
宮
崎
大
学
が
共

同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
現
在

は
当
社
と
宮
崎
大
学
で
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ổ
Ổ
ॲ
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減
圧
蒸
留
焼
酎
廃
液
に
、
く
ず

芋
な
ど
デ
ン
プ
ン
質
を
含
ん
だ
食

品
廃
棄
物
を
加
え
て
、
残
存
し
て

い
る
酵
素
で
糖
化
し
て
、
酵
母
で

エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
し
ま
す
。
こ

の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
高
効
率
な
多
段

精
留
蒸
留
装
置
で
エ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
を
製
造
し
、
廃
液
処
理
プ
ロ
セ

ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
低
コ
ス
ト

で
廃
液
を
処
理
で
き
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
は
連
続
運
転
で
、
処

理
能
力
は
日
量
３
㌧
前
後
で
、
月

平
均
で
焼
酎
廃
液
を
40
㌧
処
理
で

き
、
年
間
５
０
０
㌧
ほ
ど
で
処
理

で
き
ま
す
。

宮
崎
県
内
の
約
30
の
焼
酎
製
造

会
社
の
う
ち
、
当
社
の
事
業
に
共

感
し
協
力
い
た
だ
く
酒
造
会
社
か

ら
、
週
２
回
程
度
回
収
し
て
い
ま

す
。

タ
を
生
か
し
て
、
よ
り
効
率
的
な

処
理
と
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
回
収
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
問

題
と
な
る
の
が
、
場
内
利
用
だ
け

で
は
賄
い
き
れ
な
く
な
る
余
剰
分

の
バ
イ
オ
ガ
ス
だ
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に
よ
り
得
ら

れ
る
電
力
の
売
電
収
入
は
安
価
で

あ
り
、
発
電
機
を
追
加
導
入
す
る

た
め
に
は
発
電
機
本
体
お
よ
び
設

置
費
で
多
額
の
投
資
が
必
要
と
な

り
、
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
で
も
最
も
使

用
電
力
の
多
い
ピ
ー
ク
時
の
使
用

電
力
を
平
準
化
す
る
「
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
」
に
よ
り
、
従
来
の
電
力

需
要
が
抑
制
さ
れ
、
売
電
対
象
の

電
力
全
て
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
バ
イ
オ
ガ

ス
を
施
設
外
で
利
用
す
る
こ
と
が

芋
焼
酎
は
９
〜
12
月
、
そ
れ
以

降
は
、
麦
や
米
と
、
焼
酎
の
種
類

に
よ
っ
て
製
造
す
る
時
期
が
異
な

り
ま
す
。
各
社
の
製
造
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
回
収
を
し
て
き

ま
す
。

Ổ
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一
般
的
な
産
廃
処
理
費
の
約
３

分
の
１
で
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。

検
討
さ
れ
た
が
、
管
理
面
・
コ
ス

ト
面
で
課
題
が
多
か
っ
た
。

例
え
ば
、「
ガ
ス
導
管
」
と
「
ガ

ス
ボ
ン
ベ
」だ
。「
ガ
ス
導
管
」は
、

費
用
が
か
か
り
、
点
検
、
整
備
面

で
課
題
も
あ
っ
た
。「
ガ
ス
ボ
ン

ベ
」
は
バ
イ
オ
ガ
ス
を
精
製
、
圧

縮
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
方
法

が
容
易
で
は
な
く
、
運
搬
コ
ス
ト

も
高
い
の
が
問
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
同
社
が
着
目
し
た
の

が
、
二
酸
化
塩
素
を
反
応
材
と
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
の
、
メ
タ
ノ
ー
ル

と
ギ
酸
へ
の
変
換
技
術
だ
。
大
阪

大
学
の
大
久
保
教
授
が
確
立
し
た

技
術
で
、
従
来
で
は
困
難
だ
っ
た

常
温
常
圧
下
で
の
メ
タ
ン
ガ
ス
の

酸
化
反
応
に
よ
っ
て
、
メ
タ
ノ
ー

ル
と
ギ
酸
へ
の
変
換
が
可
能
と

な
っ
た
。

同
技
術
の
最
大
の
特
徴
は
、
液

収
益
よ
り
は
地
域
貢
献
と
い
う
形

で
す
。こ
の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
、

酒
造
会
社
が
負
担
し
て
い
る
廃
棄

物
処
理
費
を
い
く
ら
か
で
も
軽
減

す
る
こ
と
で
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ổ
Ổ
ݚ
ڀ
の
ঢ়
گ

。

大
学
で
の
研
究
を
も
と
に
実
機

で
エ
タ
ノ
ー
ル
を
抽
出
し
て
い
る

段
階
で
す
。
回
収
し
た
エ
タ
ノ
ー

ル
の
利
用
先
は
工
場

内
の
熱
源
で
す
。
現

状
で
は
他
者
に
販
売

す
る
こ
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
将
来
的
に

は
エ
タ
ノ
ー
ル
抽
出

後
の
残
さ
を
精
製
し

て
土
壌
改
良
材
と
し

て
活
用
や
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
を
試
作
品

を
作
っ
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

化
石
燃
料
に
変
わ
る

代
替
燃
料
し
て
需
要

が
増
え
れ
ば
、
脱
炭

素
化
に
貢
献
で
き
ま

す
。
稼
働
状
況
は
順

調
で
す
。

施
設
の
改
善
や
、

フ
ロ
ー
は
宮
崎
大
学

の
塩
盛
教
授
へ
相
談

し
、
適
宜
変
更
を

行
っ
て
い
ま
す
。
工

場
が
稼
働
し
て
約
１

年
半
な
の
で
、
現
在

は
日
々
デ
ー
タ
取
り

体
燃
料
に
容
易
に
変
換
で
き
る
こ

と
。
液
体
燃
料
は
運
搬
時
の
取
り

扱
い
が
し
や
す
く
、
燃
料
電
池
の

燃
料
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
時
と
場
所
を

選
ば
ず
供
給
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
良
さ

か
ら
、
例
え
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
に
お
い
て
は
、
非
常

用
電
源
、
送
電
線
の
な
い
地
域
で

の
農
作
物
の
ハ
ウ
ス
栽
培
・
水
耕

栽
培
用
の
電
源
に
利
用
で
き
た

と
改
善
の
段
階
で
す
。
今
後
は
研

究
施
設
（
ラ
ボ
）
を
建
設
し
本
格

的
な
事
業
化
に
向
け
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

Ổ
Ổ
Τ
λ
ϊ
ồ
ル
の
ճ
ऩ
ʹ

Α
ỳ
ͯ
Ͳ
の
ఔ

ഉ
ग़
ྔ
が
ݮ
গ

͠
ͯ
͍
·
͢
か
。

排
出
抑
制
の
効
果
に
つ
い
て
シ

ン
プ
ル
に
考
え
る
と
、
月
20
㌧
回

収
し
て
い
る
の
で
20
㌧
分
が
削
減

で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、先
ほ
ど
、

お
話
し
し
た
よ
う
に
将
来
的
に
は

残
さ
も
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
等
に
有
効

利
用
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
現
状
で
は
産
業
廃
棄
物
と
し

て
処
理
し
て
い
る
の
で
、
20
㌧
分

丸
々
削
減
し
て
い
る
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

Ổ
Ổ
͜
の
ࣄ
ۀ
ʹ
औ
Γ

Μ
ͩ

ײ
想

。

酒
造
会
社
の
皆
さ
ん
は
、
焼
酎

を
海
外
展
開
す
る
際
に
、
廃
液
処

理
に
関
し
て
資
源
循
環
を
し
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
も
っ
た
商
品
の
方
が
評

価
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

な
事
情
か
ら
、酒
造
業
界
発
か
ら
、

当
社
に
対
す
る
期
待
を
非
常
に
強

く
感
じ
、
当
社
が
行
っ
て
い
る
事

業
に
対
し
て
、
責
任
感
と
将
来
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
へ
の
ア
ン
テ
ナ
も
立

て
る
よ
う
に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ス
で

流
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
取

り
組
み
に
気
を
と
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

り
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
会
場
用
電
源

と
し
て
も
活
用
で
き
る
（
図
、
写

真
２
、
３
）。

同
社
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
さ
ら
な
る
普
及
と
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
を
支
え
る
シ

ス
テ
ム
作
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
」
と
し
、

脱
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
求
め
ら
れ
る
中
で
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
法
の
一
つ

と
し
て
、
同
技
術
の
確
立
を
急
い

で
い
る
。
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焼
酎
廃
液
を
有
効
利
用

エ
タ
ノ
ー
ル
を
回
収
し
製
造
時
の
熱
源
へ

―
―
処
理
コ
ス
ト
を
抑
制
し
脱
炭
素
効
果
も

バ
イ
オ
ガ
ス
を
燃
料
電
池
の
燃
料
に

―
―
液
体
に
す
る
こ
と
で
利
便
性
向
上

Խのۀىているٕज़։ൃ͠ࢪ団が࣮ࡒڵৼۀࣄ物ॲ理غഇۀ࢈　
ためのॿを行う「ॿۀࣄ」は、����·でに̧̏のٕज़։
ൃ、環境ෛՙ低ٕݮज़の։ൃ͓よͼطଘのߴٕज़をར༻͠たࢪઃ
උͦのۀىԽなͲ、Ԇ 44 ݅のऀۀࣄにॿを行ってきた。
ここでは、�9 に「মயഇӷバイオマス೩ྉプランτඋۀࣄ」
でॿをड͚た݀ਧϋδングαーϏスと、��、��に「バイ
オガスのӷ体೩ྉԽにؔするٕज़ٴূݕͼメタノーϧ೩ྉిར׆
༻のݕ౼」でॿをड͚た࢜Ϋリーンのۀࣄ༰をհする。
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サーキュラーエコノミーを加速する「情報革命」

　近年のＩｏＴ（モノのインターネット）やＡＩ（人工知能）、ビッグデータ、ブロックチェーンなどに代表される
情報技術の進化と普及は、各業界で業務や生産効率を改善し、労働力不足の課題にも一定の成果を
挙げつつある。廃棄物分野においてもこうした流れを加速するため、廃棄物処理・リサイクルＩｏＴ導入
促進協議会が設立された。
　本書は同協議会の主要メンバーにより２年間にわたって続けられた環境新聞連載コラムを中心に、各
種論文や同協議会が関連各省庁等に向けて毎年行ってきた提言などをまとめたもの。情報とその活用
技術で新たなイノベーションを生み出すための、ヒントが得られる内容となっている。

廃棄物処理・リサイクルＩoＴ導入促進協議会　編

バイオマスコミュニティプランニング～ローカルＳＤＧｓの実践～

古市　徹／石井　一英　編著

環境新聞社 ●お申込みいただいた後、請求書を発送いたします。
　商品は入金確認後に発送いたします。
●ご記入いただいた連絡先へ弊社から各種案内をお送りする場合がございます。

　生ごみや下水汚泥、食品廃棄物、家畜排せつ物などのバイオマスは近年、化石資源に代わるエネル
ギー源やプラスチックなどの素材原料として注目されている。本書は、そのバイオマスを利活用して、持続
可能な地域社会（コミュニティ）を構築するための道しるべとなる一冊です。
　バイオマスの利活用を進めるには、現地調査による実態把握を踏まえた定量・定性的なフィージビリテ
ィスタディが必要です。本書では、生活系と農業系のバイオマスを取り上げてフィージビリティスタディを実
施、その結果とともに、地域独自の事業として立ち上げるための具体案を示しています。

（祝）産業廃棄物処理
事業振興財団

設立 30周年




